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1 はじめに

物理の理論を学んでいても、その理論が実際にどのように使われているかを詳しく知って

いる人は意外と多くないと思います。この講演では人工衛星の姿勢制御について、姿勢を変

更する機械と特に姿勢を把握するセンサーの一種である FOG(Fiber-Optic Gyroscopes)と

呼ばれるものの仕組みを元になっている理論、ひとみの事故や九州大学の超小型人工衛星つ

くし (QSAT-EOS)などを交えて説明しようと思います。

2 講演内容

まず人工衛星の姿勢制御に使われている機械を運用中の人工衛星、ひとみの事故、つくし

などと交えて紹介します。その後、衛星がどのように自らの姿勢を検知しているのかをセン

サーの仕組みとその基礎にある理論を用いて説明します。人工衛星に詳しくないような人で

も理解できるような講演にするので、普段そのような話題になじみがない人でも理解できる

内容となっています。一部に一般相対性理論を用いて説明する所もありますが、ある程度物

理を学んでいれば理解できると思います。
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